
 第６５回 埼玉県新型感染症専門家会議 概要 

 

１．日時：令和４年１０月２８日（金）１７：００～１８：３０ 

 

２．会場：庁議室 

 

３．委員（敬称略 五十音順） 

  池田 一義  一般社団法人埼玉県商工会議所連合会 会長 

  岡部 信彦  川崎市健康安全研究所 所長 

  金井 忠男  埼玉県医師会 会長 

  小谷野 和博 埼玉県中小企業団体中央会 会長 

  近藤  嘉  日本労働組合総連合会埼玉県連合会 会長 

  坂木 晴世  国際医療福祉大学大学院 准教授 

  竹田 晋浩  かわぐち心臓呼吸器病院 理事長・院長 

  松田 久美子 埼玉県看護協会 会長 

  三村 喜宏  埼玉県商工会連合会 会長 

 

４．県側参加者 

  大野 元裕  知事 

  髙田 直芳  教育長 

  金子 直史  福祉部長 

  三須 康男  危機管理防災部長 

  山﨑 達也  保健医療部長 

  星  永進  保健医療部 参事 

  本多 麻夫  保健医療部 参事 

  板東 博之  産業労働部長 

  岸本  剛  衛生研究所 副所長  



５．主な意見 

 

 ア 現状の分析・評価 

 ○ 発生届の全数報告の見直しを経ても、感染動向の把握には問題がないと

いうのは、他の自治体からも聞こえてくるところである。（岡部委員） 

 

 イ 埼玉県の対応について（病床フェーズの移行について） 

 ○ 事務局説明事項について、異議なし。（一同） 

 【県の対応】 

    ● １１月１日からフェーズⅣ体制→フェーズⅢ体制に移行する。 

 

 ウ 同時流行に備えた体制づくりについて 

 ○ 検査キットで陰性の場合には、基本は対面診療するように医師会は協力

をする。（金井委員） 

 ○ 事務局説明事項について、異議なし。（一同） 

  【県の対応】 

    ● 説明事項のとおり、体制整備を進めていく。 

 

 エ その他（年末年始における立食パーティー開催に当たっての留意事項に

ついて） 

 ○ 来客者の健康管理には気を付ける。（坂木委員） 

 〇 テーブルのパーテーションとトングを取る際の手袋は不要である。トン

グに触れる前に、手指消毒剤を利用するのが良い。（岡部委員・坂木委

員・池田委員） 

 ○ 食事の場面と歓談の場面を明確に区分するということが必要である。

（金井委員） 

 ○ 食べ過ぎ飲みすぎにならないよう、事前に時間を定めて可能な限り短時

間とするのが良い。（岡部委員） 

  【県の対応】 

    ● 指摘事項を踏まえた対応とする。 

 


